
　　広報こうなん 2006.7(３) 広報こうなん 2006.7 (２)

《
内
　
訳
》

予
算

　香我美町内企業２社が支払う水道使用料で運営されてい

ます。今年度は年間給水量144万５千立方メートルを計画し

ています。同工場は第２棟目建設予定の用地も取得しており、

県企業局では工業用水も準備し、いつでも給水できる状態の

ため今後早急に第２棟目建設を期待するところです。

　
収
入
の
ほ
と
ん
ど
を
国
や
県
な
ど
の
交
付
金
、
被
保
険
者
の

税
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
支
出
で
は
、
医
療
給
付
や
老
人
保
健
拠

出
金
が
九
〇
％
近
く
を
占
め
、
被
保
険
者
が
安
心
し
て
医
療
機

関
に
掛
か
れ
ま
す
。
医
療
給
付
に
は
、
治
療
費
の
保
険
負
担
以
外

に
『
出
産
一
時
金
』
や
『
高
額
医
療
費
』
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
『
患
者

負
担
』を
軽
減
す
る
給
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　水道事業経営のために設けられた、独立採算性の会計で収

入の大部分は私たちが支払う水道使用料です。今年度は給水

戸数9,160戸、配水量450万立方メートルで計画。資本的支出

のうち、水道施設設備工事、配水管布設工事に1億4,620万円

を予定しています。

　
農
業
集
落
地
域
の
生
活
環
境
を
改
善
し
、
農
業
用
水
等
、
公
共

用
水
域
の
水
質
浄
化
を
図
る
た
め
の
会
計
で
す
。
市
内
で
は
六
地

区
で
供
用
を
開
始
し
て
お
り
、
今
年
度
本
村
地
区
の
管
路
施
設
工

事
で
設
備
完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
夜
須
町
住
吉
地
区
の
漁
業
集
落
の
生
活
環
境
を
改
善
し
、
生
活

排
水
の
水
質
浄
化
を
図
る
た
め
の
会
計
で
す
。

　
四
十
歳
以
上
の
人
が
納
め
る
保
険
料
公
費
（
国
・
県
・
市
）
を
財

源
と
し
て
、
病
気
な
ど
で
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
利
用
料
を
給
付
す
る
会
計
で
す
。
今
年
度
は
認

定
者
数
一
、六
五
七
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
の
医
療
費
を
賄
う
た
め
の
会

計
で
す
。
支
出
の
う
ち
九
九
・
六
％
は
医
療
費
で
す
。
今
年
度
の

対
象
者
は
平
成
十
八
年
四
月
一
日
現
在
五
、
一
三
七
人
で
一
人

あ
た
り
の
医
療
費
は
、約
九
十
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
主
と
し
て
市
街
地
に
お
け
る
便
所
の
水
洗
化
や
生
活
排
水
処

理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
と
健
康
で

快
適
な
生
活
環
境
を
図
る
た
め
の
会
計
で
す
。
今
年
度
は
野
市

町
東
野
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
建
設
と
西
野
、
東
野
地
区
汚
水
管

渠
の
布
設
な
ど
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
香
南
香
美
地
区
障
害
者
自
立
支
援
審
査
会
特
別
会
計
は
、
市

町
村
審
査
会
を
香
美
市
と
共
同
で
設
置
し
、
審
査
会
の
業
務
を

香
南
市
で
執
行
し
、
適
正
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
新
た
に
設

け
ま
し
た
。
予
算
は
、
国
庫
補
助
金
、
香
南
市
及
び
香
美
市
か
ら

の
負
担
金
に
よ
る
歳
入
と
、
審
査
会
委
員
及
び
嘱
託
職
員
の
報

酬
、職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
、旅
費
等
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
収
入
の
大
部
分
が
水
道
使
用
料
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
特

別
会
計
で
す
。
今
年
度
は
香
南
市
内
で
既
設
配
水
管
の
老
朽
化

に
伴
う
布
設
工
事
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

国国
民
健
康
保
険
特
別
会
計(

三
八
億
七
、五
五
〇
万
円
）

老老
人
保
健
特
別
会
計（
四
六
億
五
、八
一
二
万
五
千
円
）

介介
護
保
険
特
別
会
計（
二
五
億
七
五
二
万
六
千
円
）

障障
害
者
自
立
支
援
審
査
会
特
別
会
計（
二
七
五
万
六
千
円
）

簡簡
易
水
道
特
別
会
計（
一
億
五
、七
五
五
万
八
千
円
）

下下
水
道
事
業
特
別
会
計（
六
億
三
、四
六
九
万
七
千
円
）

農農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計（
二
億
八
、六
〇
八
万
円
）

漁漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計（
三
、五
七
三
万
二
千
円
）

特別会計　121億5,797万4千円企業会計

工工業用水道事業会計

水水道事業会計

収益的（収入）4億  215万4千円　 (支出）4億  701万4千円

資本的（収入）1億1,110万円      (支出）2億6,577万5千円

収益的（収入）4,258万9千円　    (支出）4,721万5千円

資本的（収入）       0万円      (支出）1,446万7千円

 当初予算平成18年度 当初予算

4億1,620万2千円

　　　　　　　　 　（2.6%）

！  当初予算平成18年度　 当初予算
　 ６月定例議会で平成18年度の予算が決まりました。この予算をもとに

旧５町村から香南市となった私たちのまちは、さまざまな仕事をすすめて

いきます。予算にはいくつかの種類(会計)がありますが、私たちの税金な

どが主な収入となっているのが『一般会計』。今年度の一般会計の

　　　　　　　　予算総額は

158億5,260万円です。予算 って何？

　皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
家
計
簿

を
つ
け
た
り
通
帳
を
見
た
り
…
。

毎
月
や
り
く
り
に
頭
を
悩
ま
せ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　
市
役
所
の
場
合
も
同
じ
で
、
４

月
１
日
か
ら
来
年
の
３
月
31
日

ま
で
の
一
年
間
に
市
役
所
に
い

く
ら
お
金
が
入
っ
て
く
る
か
、
そ

し
て
そ
の
お
金
を
ど
ん
な
こ
と
に

使
う
の
か
、
計
画
を
立
て
て
や
り

く
り
し
て
い
ま
す
。こ
れ
が
『予
算
』

で
す
。
家
庭
で
の
給
料
な
ど
の

収
入
が
『
歳
入
』
、
食
費
や
光
熱

費
や
教
育
費
な
ど
の
支
出
が
『歳

出
』に
あ
た
り
ま
す
。

 
 

さ
て
、生
ま
れ
た
て
の
香
南
市

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

　
　
　
　市
役
所
の
仕
事
は
広
範
囲

に
わ
た
る
た
め
、
性
質
ご
と
に
予
算

を
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業

会
計
に
分
け
て
い
ま
す
。
一
般
会

計
は
、
税
金
が
主
な
収
入
に
な
っ
て

い
て
、
道
路
の
整
備
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
な
ど
、
市
の
基
本
的
な
仕

事
を
す
る
も
の
で
す
。特
別
会
計(

国

民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど)

は
、

特
定
の
収
入(

保
険
税
や
保
険
料

な
ど)

で
そ
の
支
出
が
賄
わ
れ
る
も

の
。企
業
会
計(

水
道
事
業
な
ど
）は
、

そ
の
仕
事
自
体
に
収
益(

使
用
料

な
ど)

が
あ
り
、
支
出
を
収
益
で
賄
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

３
つ

厳
しい

財
政
事
情

　
　
　
　財
政
危
機
を
乗
り
こ
え
る

手
段
と
し
て
５
町
村
の
合
併
を
選

択
し
ま
し
た
が
、
今
年
の
予
算
は
旧

町
村
の
継
続
事
業
を
引
き
継
い
だ

結
果
、
合
併
効
果
は
表
れ
て
い
ま
せ

ん
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
一
般
会
計
で
は
、

前
年
度
の
旧
町
村
合
計
額
と
比
べ

10
・
1
%
の
増
と
な
り
、
約
13
億
６

千
万
円
の
基
金(

市
の
貯
金)
を
取

り
崩
し
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
、
相
当
の
覚
悟
で
行
財
政
の
健

全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
財

政
破
綻
は
ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん
。

一般会計　158億5,260万円

平成18年度 当初予算 総額　　　　　　　280億1,057万4千円  　

 昨年度の旧町村の合計額約143億9,503万円と比べ

            　                  14億5,757万円の増　となっています。

の
予
算
が
あ
り
ま
す

諸収入

歳出 歳入

市税

地方交付税

国庫
支出金

県支出金

市債

繰入金

27億1,953万７千円

　　　　　　（17.2%）

60億6,266万５千円

　　　　　　（38.2%）

12億8,680万８千円

　　　　　　　　　　（８.１%）

13億8,830万円
　　　　　　（8.8%）

13億5,900万1千円

　　　　　　　　 　（８.6%）

  4億1,404万円

　　　　　　　（2.6%）

地方譲与税
３億,7410万8千円

　　　　　　　　 　（2.4%）

12億157万円

　　　　　（7.6%）

使用料・手数料 その他
７億,2,379万9千円

　　　　　　　　 （4.5%）
３億,2,277万2千円

　　　　　　　　 （2.0%）

歳出

総務費

民生費

23億5,850万5千円

　　　　　（14.9%）

41億6,844万6千円

　　　　　（26.3%）

15億5,453万9千円

　　　　　　（9.8%）

8億4,084万1千円

　　　　　　　 （5.3%）

12億7,134万円

　　　　　　（8.0%）

農林水産費

3３億8,565万3千円

　　　　　（21.4%）

公債費

衛生費

  消防費

土木費

4億5,683万3千円

　　　　　（2.9%）

 教育費

1億9,561万7千円　
　　　　　　  （1.2%）

その他

商工費

12億462万4千円

　　　　　　　　（7.6%）

　合併はしたけれど・・・
　　　　　にならないために

　一般会計
　特別会計 ( (


